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山本：翻刻　市立米沢図書館蔵『蝦夷恵曽谷日誌』について（二）

　
本
稿
は
、
標
記
の
書
『
蝦
夷
恵
曽
谷
日
誌
』（
外
題
）
に
お
け
る
、
第
一
巻
に

次
ぐ
、
第
二
巻
の
全
文
翻
刻
で
あ
る
。
同
書
は
、
市
立
米
沢
図
書
館
に
「
高
橋
し

ん
家
寄
贈
文
書
七
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
同
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
（http://w

w
w
.library.yonezaw

a.yam
agata.jp/dg/FQ

007.htm
l

）
に
て
、

閲
覧
可
能
で
あ
る
。
書
誌
情
報
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
○
巻
数
　
三
巻
一
冊
　（
写
本
・
原
著
）

　
○
著
筆
者
　
濱
崎
八
百
壽
（
木
麟
・
春
湲
と
も
）　
米
沢
藩
絵
図
方

　
○
成
立
　
明
治
三
（
1
8
7
0
）
年

　
○
体
裁
　
竪
帳

　
○
寸
法
　
24.5
×
16.2
糎
（
縦
×
横
）

　
○
丁
数
　
97
丁

　
○
蔵
書
印
　「
高
橋
蔵
書
」

　
○�

内
容
　
米
沢
藩
が
支
配
の
下
命
を
承
け
た
北
海
道
の
磯
谷
郡
（
現
寿
都
町
）

に
、
藩
士
七
名
が
現
地
調
査
を
行
っ
た
際
の
日
誌
で
あ
り
、
明
治
二
年
十
月

か
ら
翌
年
三
月
ま
で
を
記
録
す
る
。
蝦
夷
地
の
風
景
や
現
地
の
習
俗
に
つ
い

て
説
明
し
、
自
画
に
よ
る
挿
絵
（
彩
色
）
を
入
れ
て
あ
る
。

　
当
該
資
料
は
、
平
成
七
年
一
月
一
日
発
行
「
広
報
よ
ね
ざ
わ
」
の
「
郷
土
資
料

の
散
歩
道
」
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
に
も
小
野
榮
氏
に
よ
り
『
よ
ね
ざ

わ
豆
本
第
六
七
輯
　
蝦
夷
惠
曽
谷
日
誌
』
と
し
て
翻
刻
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
日
誌
中
所
々
省
略
さ
れ
て
も
お
り
、
全
体
を
見
る
の
に
些
か
不
便
で
あ
る
。

利
用
の
便
宜
を
図
り
、
巻
ご
と
に
分
け
て
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
巻
を

翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
手
続
き
に
従
っ
た
。

一
　
な
る
べ
く
原
文
に
忠
実
に
翻
字
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。

一�

　
原
文
の
行
に
即
し
て
改
行
す
る
こ
と
と
し
た
。当
該
行
に
収
ま
ら
な
い
場
合
、

二
行
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
跨
る
こ
と
を
厭
わ
ず
複
数
行
で
対
応
し
、
原
文
に

て
改
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
以
下
に
余
白
が
あ
っ
て
も
こ
れ
に
倣
っ
て
改

行
し
た
。

一�

　
細
註
箇
所
は
、【
　
】
に
囲
ん
で
通
常
ポ
イ
ン
ト
で
翻
字
し
た
。
ま
た
、
細

註
が
三
行
以
上
に
亘
る
場
合
、
細
註
の
改
行
に
合
わ
せ
て
改
行
し
た
。

一�

　
原
文
改
頁
（
半
丁
）
に
合
わ
せ
、末
尾
に
　
』
で
区
切
っ
て
丁
数
、表
裏
（
オ
、

ウ
）
を
示
し
た
。

一�

　
漢
字
に
つ
い
て
は
、　
正
字
体
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
正
字
体
で
、

画
数
の
省
略
が
著
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
通
行
の
略
字
体
で
翻
字
し
た
。
仮
名

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
変
体
仮
名
を
通
用
仮
名
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
採
　

用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
含
む
）
に
統
一
し
た
。

一
　
特
殊
な
合
字
に
つ
い
て
は
、「
よ
り
」「
コ
ト
」「
シ
テ
」
な
ど
と
開
い
た
。

一�

　
特
殊
な
繰
り
返
し
符
合
に
つ
い
て
は
、
一
の
点
を
「
ゝ
」「
ヾ
」「
ヽ
」「
ヾ
」　

な
ど
原
態
を
尊
重
し
た
。
二
の
点
は
「
々
」
に
写
し
た
。
ま
た
、
ク
の
字
点
は

　
翻
刻
　
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
『
蝦
夷
恵
曽
谷
日
誌
』
に
つ
い
て
（
二
）

�

山
　
本
　
　
　
淳
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一
律
に
「
〃
〃
」
と
し
た
。

一�
　
ル
ビ･

傍
註
修
正
（
原
文
朱
筆
）
に
つ
い
て
は
、
右
ル
ビ
と
左
ル
ビ
と
が
混

在
す
る
が
、右
ル
ビ
は
当
該
箇
所
の
直
後
に
右
寄
せ
で（
　
）に
括
っ
て
小
字
で
、

左
ル
ビ
は
当
該
箇
所
の
直
後
に
左
寄
せ
で
（
　
）
に
括
っ
て
小
字
で
示
し
た
。

一
　
註
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
右
傍
に
［
　
］
付
き
で
適
宜
施
し
た
。

一�

　
原
文
中
、
地
名
に
は
右
傍
線
を
原
則
と
し
て
ル
ビ
付
き
に
限
り
左
傍
線
が
施

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
一
律
右
傍
に
施
し
た
。

　
本
資
料
の
姉
妹
篇
と
も
い
う
べ
き
別
筆
の
『
恵
曽
谷
日
誌
』
が
北
海
道
大
学
附

属
図
書
館
北
方
資
料
室
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
見
分
隊
長
の
山
田
民

弥
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
成
っ
た
記
録
で
あ
り
、
こ
ち
ら

と
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
初
期
北
方
地
域
見
分
の
実
態
が
よ
り
克
明

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
両
筆
資
料
的
性
格
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
米

沢
藩
士
に
よ
る
蝦
夷
地
見
分
日
誌
二
種
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属

生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
43
号
・
二
〇
一
六
）
に
て
卑
見
を
述
べ
た
。

　
な
お
、
第
一
巻
の
翻
刻
は
、
右
報
告
書
45
号
（
二
〇
一
八
）
に
掲
載
し
た
。
そ

の
後
聊
か
の
誤
読
が
確
認
さ
れ
た
が
、
字
句
訂
正
に
つ
い
て
は
、
第
三
巻
翻
刻
の

際
に
合
わ
せ
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
今
回
も
翻
刻
を
な
す
に
あ
た
り
、
本
資
料
御
架
蔵
の
公
益
財
団
法
人
米
沢
上
杉

文
化
振
興
財
団
、
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
格
別
な
御
高
配
を
賜
っ
た
。
同
時
に
、

本
文
解
読
に
際
し
て
は
、
本
学
日
本
史
学
科
小
林
文
雄
教
授
に
よ
る
、
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
御
教
示
に
与
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
改
め
て
御
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

〈
翻
刻
部
〉

蝦
夷
日
誌

自
十
一
月
九
日

十
二
月
三
十
日
迄

附
録
見
聞
奇
談
』（
中
扉
）

[

見
返
白
丁]

北
海
道
後
志
国
磯
谷
（
イ
ソ
ヤ
）【
本
名
ヱ
ソ
ウ
ヤ
】
蝦
夷
西
岸
ニ
而
北
に
ヲ
カ
モ

イ
岬
西
に
弁
慶
（
ヘ
ン
ケ
イ
）
岬
有
相
對
し
て
湾
を
な
せ
と
も
乾
に
向
ふ

濱
辺
ニ
而
萬
里
の
海
風
常
に
波
高
し
東
南
に
後
方
（
シ
リ
）

羊
蹄
（
ヘ
シ
）
山
昆
保
（
コ
ン
ホ
ノ
ホ
リ
）
山
雷
電
（
ラ
イ
テ
ン
）
岳
峨
々
と
そ
ひ
へ
中
に
も
し

りへ
つ
山
ハ
蝦
夷
第
一
の
高
嶽
に
て
四
時
氷
雪
な
り
形
ち

富
士
に
彷
弗

［
彿
］

た
り
彼
山
よ
り
出
る
大
川
を
後
別
（
シ
リ
ヘ
ツ
）
川
と
云

【
巾
八
拾
間
余
】
ノ
ツ
ト
岬
大
黒
沢
（
タ
イ
コ
ク
サ
ワ
）
弁
天
島
（
ヘ
ン
テ
ン
シ
マ
）
名
所
也
【
弁

天
島
ハ
蝦
夷
八
景
の
一
也
】
産
物
ハ

鯡�

昆
布�

蚫�

煎
海
鼠�

鮭�

海
苔
其
外
雑
魚
多
く

㝡
よ
ろ
し
き
場
所
也
十
一
月
九
日
雪
風
当
地
戸
数
人
』
1 ｵ

別
を
調
ふ

土
人
家
二
軒
人
別
六
人
【
男
四
人
女
二
人
】
ノ
ツ
ト
哥�

永
住
五
拾
七
軒
人
別

三
百
四
拾
七
人
【
男
百
九
十
一
人
女
百
五
十
六
人
】
シ
マ
コ
タ
ン
哥�

四
拾
五
軒

人
別
二
百

八
拾
七
人
【
男
百
四
十
三
人
女
百
四
十
四
人
】
ル
ー
ヘ
ツ
ナ
イ
哥�

四
拾
三
軒
人
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別
百
九
拾

六
人
【
男
百
女
八
十
八
人
】
ユ
ウ
キ
ナ
イ
哥�

拾
三
軒
人
別
六
拾
二
人
【
男

二
十
八
人
女
三
十
四
人
】
惣
シ
テ

百
五
拾
七
軒 
人
別
八
百
九
拾
四
人
之
内
男
四
百
七
拾
弐
人
女
四
百
弐
拾

弐
人
右
永
住
之
在
所
ハ
出
羽
奥
州
越
後
辺
の
も
の
多
し

畑
ハ
三
万
八
千
六
百
拾
一
坪 

舩
澗
掛
ハ
弁
天
島
【
深
サ
七
尋
八
尋
】
百
石
よ
り

千
石
迠
入
運
上
金
百
四
拾
五
両
二
分
冥
加
（
増
運
上
）
金
七
百
二
両
一
分
三
朱
』
1 ｳ

冥
加
金
七
拾
両
〆
九
百
拾
七
両
三
分
三
朱
南
歌
棄
（
ヲ
タ
シ
ツ
）
堺
ユ
ウ
キ
ナ
イ
よ
り

北
後
別
（
シ
リ
ヘ
ツ
）
堺
ノ
ツ
ト
迠
一
里
二
拾
三
丁
五
十
二
間
余
同
十
日
雪
風
申
上
刻

歌
棄
（
ヲ
タ
シ
ツ
）
出
張

開
拓
権
少
主
典
石
子
谷
五
郎
同
使
掌
萩

［
荻
カ
］
野
浅
次
郎
来
る

明
十
一
日
土
人
立
合
境
界
を
定
め
土
地
人
民
可
相
渡
旨�

爾
し

重
役
権
大
主
典
石
原
荒
吉
当
時
石
狩
本
府
江
出
張
ニ
付

後
日
帰
館
ま
て
仮
證
書
に
て
請
取
渡
之
方
依
之
俄
に
境

柱
を
大
工
に
命
し
夜
中
吉
田
氏
筆
に
て
従
是
西
米
澤
藩

支
配
所
後
志
国
磯
谷
郡
能
津
登
【
同
ユ
ウ
キ
ナ
イ
分
都
合
二
本
用
意
す
】
同
十
一

日晴
朝
辰
之
刻
右
役
人
并
運
上
家
役
人
立
合
に
て
東
ハ
後
別
』
2 ｵ

川
岸
【
自
運
上
屋
一
里
七
丁
】
西
ハ
由
宇
幾
内
村
中
小
川
を
以
堺
と
す
【
自
運
上

家
拾
六
丁
五
十
三
間
】

両
所
江
境
柱
を
建
而
證
書
取
か
わ
せ
無
滞
相
済
酒
宴
を

設
け
て
役
人
を
謝
す

　
　
土
地
引
渡
仮
證
書

一
磯
谷
郡�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
ユ
ウ
キ
ナ
イ��

ノ
ツ
ト
迠

　
右
者
此
度
其
藩
持
ニ
相
成
候
ニ
付
貴
殿
對
席
土
地

　
并
家
居
人
員
共
ニ
引
渡
申
處
正
ニ
候
也

　��

明
治
二
巳
十
一
月
十
一
日
　
　
萩
野
　
使
掌
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　��

石
子
権
少
主
典
　
印
』
2 ｳ

　
　
米
沢
藩
　
山
田
民
弥
殿

当
藩
よ
り
も
右
の
證
書
を
差
出
す
夜
中
江
刺
（
ヱ
サ
シ
）
之
住

源
次
郎
来
る
此
も
の
元
米
沢
下
長
井
成
田
村
卯
左
衛
門

家
の
も
の
ニ
而
拾
二
年
以
前
国
を
遁
出
此
地
在
住
の

よ
し
同
国
の
も
の
故
呼
出
し
面
談
す
亥
之
刻
よ
り
微
雨

至
東
雲
晴
同
十
二
日
風
天
午
後
当
地
之
土
人
を
は
し
め
　
諸

役
人
を
呼
出
し
舊
例
之
如
く
面
談
し
且
諸
品
を

賜
ふ
第
一
書
に
土
人
惣
乙
名
ヱ
ヽ
サ
ク
脇
乙
名
シ
イ
ト
【
当
時
山
穢

［
稼
］ニ

行
未
戻
目
見
せ
す
】
小
遣
シ
ヱ
タ
サ
右
両
人
板
縁
頰
江
呼
出
す
左
に
』
3 ｵ

［
3 ｳ
4 ｵ
後
志
國
磯
屋
郡
米
澤
藩
支
配
所
之
図
］

通
辞
岩
蔵
右
に

支
配
人
祐
蔵
其

真
中
江
賜
物
廣

盃
江
の
せ
左
右
江

行
器
江
酒
を
入

【
か
の
ホ
カ
イ
極
古
物
に
て
笹
リ
ン
ト
ウ
の
金
板
有

義
経
公
軍
中
に
用
給
へ
し
器
な
る
よ
し
】

盃
臺
江
髭
揚
を

添
【
盃
ハ
飯
椀
の
如
し
何
れ
も
如
圖
極
古
物
　[

下
部
挿
絵]

』
4 ｳ
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に
て
金
高
萌
［
？
］
繪
有
珍
敷
品
也
髭
揚
ハ
箸
の
如
く
又
へ
ら
に
似
た
り
】
土
人
（
ア
イ
ノ
）

の
装
束
ハ
萌
黄
の
シ
ヤ
ラ
ン
へ
ア

ミ
シ
（
衣
ノ
コ
ト
）
を
着
し
【
廣
袖 

半
天
に
い
ろ
〃
〃
の
縫
模
様
有

紅
き
縁
を
取
し
衣
な
り
】
木
綿
縫
の
脚
半
を

か
け
【
蝦
夷
の
メ
ノ
コ
（
女
）
木
綿
ア
ツ
シ
江
い
ろ
〃
〃

縫
を
な
す
甚
美
事
な
り
】
赤
地
金
襴
の
陣
羽
織
を

着
し
【
山
丹
錦
な
る
歟
】
又
壱
人
ハ
紺
の
シ
ヤ
ラ
ン
ヘ
ア
ミ
シ
（
衣
ノ
コ
ト
）
に
猩
々

緋
の
陣

羽
織
を
着
し
倶
に
箕
踞
礼
拝
す

一
清
酒
　
　
　
　
　
　
壱
斗
五
舛

一
莨�

　
　
　
　
　
　
　
六
把

一
形
附
　
　
　
　
　
　
壱
反
半

一
米
　
　
　
　
　
　
　
壱
俵
八
升
入
』
5 ｵ

　
右
者
今
般
当
藩
支
配
被�

仰
出
候
ニ
付
已
後
支
配
致

　
候
間
漁
業
畑
作
共
ニ
是
迠
之
通
精
心
可
致
依
之
右

　
之
通
と
ら
せ
遣
す

傍
の
通
辞
岩
蔵
蝦
夷
言
葉
に
て
達
之
趣
細
か
に

言
変
る
半
時
余
に
し
て
畢
る
酒
を
頂
戴
す
る
礼
式

奇
な
る
コ
ト
筆
紙
に
難
尽
諸
道
具
の
古
物
着
服
の

美
目
を
驚
す
也
次
ニ
運
上
家
役
人
町
役
人
百
姓
代
を

呼
出
し
目
録
を
賜
ふ
又
惣
百
姓
江
酒
を
賜
わ
る
【
但
百
姓
代
江
札

に
て
遣
す
】
同
十
五
日
申
真
野
氏
入
沢
氏
下
村
氏
右
三
人
当
地
請
』
5 ｳ

取
方
荒
増
相
済
帰
国
之
方
に
決
し
離
杯
を
汲
辰
ノ
刻

磯
谷
を
發
足
す
夜
亥
之
刻
頃
よ
り
雨
強
く
風
起
り
波

濤
如
雷
同
十
八
日
雪
風
波
高
し
早
朝
漁
父
来
り
報
て

曰
今
海
岸
江
海
獱
二
疋
来
れ
り
早
く
見
給
へ
と
急
き

出
て
こ
れ
を
見
る
に
波
間
よ
り
首
を
揚
け
半
身
を

顕
し
浪
を
か
け
る
さ
ま
形
ち
馬
に
似
た
り
【
諺
ニ
海
馬
と
い
ふ
毛
色
赤
黒
し
】

猟
法
を
漁
父
に
問
ふ
に
鉄
砲
に
て
打
と
云
彼
海
獣
岩

上
に
多
く
集
り
臥
躰
す
る
コ
ト
有
其
中
に
壱
疋
番
獣
有

高
き
所
に
上
り
安
危
（
キ
）
を
見
量
る
な
り
か
わ
る
〃
〃
臥
て
い
つ
も
』
6 ｵ

一
疋
ッ
ヽ
油
断
せ
さ
る
な
り
彼
番
獣
を
ね
ら
ひ
打
又
目
を
覚

せ
し
を
う
つ
時
ハ
数
疋
獲
る
と
云
同
二
十
日
非
常
の
雪
風

波
高
さ
三
丈
斗
弁
天
堂
の
屋
根
に
か
ゝ
る
此
日
よ
り
四
五
日
打

續
き
朝
毎
に
海
獱
二
三
疋
ッ
ヽ
見
ゆ
【
氷
魚
（
コ
ツ
コ
）
と
云
魚
を
食
に
来
る
と
云
】

夜
酉
ノ
刻

石
山
大
主
典
運
上
家
江
止
宿
此
人
元
舊
幕
の
調
役
な
り
し
よ
し

附
属
二
人
嘽
喟
た
る
妾
壱
人
同
廿
六
日
雪
風
夜
酉
上
刻
当
地

掛
の
役
人
石
原
権
大
主
典
止
宿
元
長
州
藩
也
十
二
月
三
日
大
雪

寒
風
日
中
暗
く
月
夜
の
如
し
細
字
不
見
惣
而
水
気
の
も
の

凍
り
板
抔
す
へ
り
て
歩
行
あ
ふ
な
し
夜
中
油
不
燈
十
年
』
6 ｳ

以
来
な
き
寒
気
な
る
よ
し
同
四
日
五
日
前
同
断
白
中
燈

な
く
て
も
の
を
弁
し
か
た
し
同
七
日
雪
風
歌
棄
（
ヲ
タ
シ
ツ
）
詰
石
子

権
少
主
典
今
般
シ
ヤ
コ
タ
ン
詰
被
命
家
属
引
連
止
宿
夜
中

離
杯
を
汲
嫡
子
福
太
郎
六
歳
に
て
よ
く
歌
且
踊
る
い
と

面
白
く
旅
中
の
う
さ
を
慰
（
ナ
ク
サ
）
め
り
妻
ハ
三
拾
歳
斗
り
こ
れ
又

佳
婦
也
同
八
日
晴
至
而
穏
也
同
九
日
十
日
爐
辺
の
水
不
凍
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同
十
一
日
寒
風
甚
強
く
水
気
の
も
の
悉
く
凍
る
白
中
晴
夜

の
如
し
シ
マ
コ
タ
ン
願
翁
寺
以
使
僧
寒
中
之
窺
ニ
来
る
同

十
二
日
雪
風
前
同
断
歌
棄
（
ヲ
タ
シ
ツ
）
よ
り
石
原
氏
家
来
久
吉
来
る
』
7 ｵ

主
人
不
快
故
吉
田
氏
招
請
た
き
よ
し
此
も
の
元
髪
結
渡
世

目
あ
か
し
俠
客
体
の
も
の
也
昨
戦
争
之
時
分
石
原
ニ
頼
れ

脱
走
江
入
込
陣
中
を
見
す
か
し
帰
る
処
山
越
内
（
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
）
に
て
召
捕
れ

十
五
日
之
間
縄
を
か
け
ら
れ
函
館
江
引
れ
入
牢
三
十
日
余
終
に

首
を
は
ね
ら
る
へ
き
處
歌
棄
（
ウ
タ
シ
ツ
）
村
中
よ
り
貰
ひ
請
ら
れ

不
思
儀
に
命
を
助
り
し
か
此
度
我
娘
を
献
し
石
原
氏
の

家
来
と
成
南
木
玖
吉
と
云
【
委
敷
ハ
見
聞
の

部
に
出
し
ぬ
】
同
十
六
日
朝
至
而
穏
か

東
風
に
て
波
静
か
也
巳
刻
頃
よ
り
大
雪
如
崩
積
而
五
尺
余
同

十
七
日
非
常
雪
吹
に
て
往
来
稀
也
天
暗
く
午
後
よ
り
燈
を
』
7 ｳ

［
8 ｵ
挿
絵
］

照
ら
す
同
廿
一
日
雪
風
寒
風
甚
し
開
拓
御
用
掛
大

伴
遊
叟
止
宿
【
元
薩
州
人
流
浪
し
て
外
国
江
牛
を
賣
渡
世
と
せ
し

と
云
つ
ん
ほ
う
に
て
耳
少
し
も
不
聞
乍
去
蝦
夷
出
張
第
一
の

人
物
成
よ
し
】
同
二
十
五
日
雪
風
午
後
晴
此
日
暮
餅
搗
迚
当
濱

の
若
者
数
十
人
前
夜
よ
り
運
上
家
江
集
り
金
太
鼓

を
な
ら
し
歌
を
唱
ひ
囃
子
立
其
賑
ひ
い
わ
ん
方
な
し

朝
四
時
分
相
済
【
五
俵
搗
と
云
】
函
館�

松
前
辺
に
て
ハ
侠
客
体
の

若
も
の
数
十
人
集
り
い
ろ
〃
〃
の
装
束
に
て
面
々
杵
を

携
ひ
藝
妓
を
雇
ひ
三
味
太
鼓
に
て
家
々
を
搗
廻
る
と

い
ふ
同
廿
六
日
中
雪
少
し
降
る
未
刻
頃
鮫
泊
り
（
サ
メ
ト
マ
リ
）
武
平
』
8 ｳ

漁
小
屋
よ
り
出
火
壱
軒
消
失
す
同
廿
七
日
微
雪
川
口

大
主
典
止
宿
同
廿
八
日
中
此
日
門
松
を
は
し
め
眉
玉
惣
而

正
月
の
飾
り
を
な
す
【
但
し
蝦
夷
地
松
竹
梅
な
し
樅
（
ト
ヽ
）
を
以
松
に

か
へ
笹
を
以
竹
に
か
ゆ
】

浅
川
大
主
典
柴
田
権
大
主
典
止
宿
五
島
銑
之
丞
殿
家
来

当
地
出
張
の
先
触
来
る
同
廿
九
日
晴
れ
海
波
な
し

同
三
十
日
中
未
刻
よ
り
あ
ら
れ
風
烈
し
逆
浪
起
る

午
上
刻
各
目
出
度
越
年
す
未
下
刻
五
島
殿
家
来

勝
浦
偵
大
橋
清
太
郎
止
宿
但
し
五
島
殿
支
配
地
ハ

後
別
（
シ
リ
ヘ
ツ
）
而
己
に
て
人
家
僅
か
五
六
軒
宿
す
へ
き
所
な
き
』
9 ｵ

ゆ
へ
暫
く
当
所
滞
留
の
方
勝
浦
氏
か
話
当
年
函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）

寒
暖
計
拾
二
度
な
る
よ
し[

以
下
余
白]

』
9 ｳ

見
聞
奇
談

　
　
江
刺
（
ヱ
サ
シ
）
源
二
郎
話

昨
辰
年
夏
六
月
蝦
夷
北
地
（
唐
太
辺
ノ
コ
ト
）
に
行
し
か
土
用
中
袷
に

肌
着
に
て
暑
か
ら
す
朝
夕
ハ
羽
織
を
増
し
夜
分
ハ
綿

入
に
蒲
團
を
か
け
臥
し
て
よ
ろ
し
滞
留
中
四
五
日
打

つ
ゝ
き
曇
天
風
烈
し
き
コ
ト
有
其
夜
薄
團
を
か
さ
ね
て

伏
す
翌
朝
外
面
の
方
人
聲
し
て
騒
敷
に
打
驚

何
や
ら
ん
と
起
上
り
急
き
出
て
様
子
を
問
ふ
に
水
桶
（
ヲ
ケ
）

に
薄
氷
張
し
也
此
辺
よ
り
ヱ
ト
ロ
フ
島
辺
夏
日
炎
』
10 ｵ

天
に
土
中
壱
疋
も
埋
れ
ハ
其
塵
土
凍
て
鉄
石
の
如
し
と

い
ふ
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支
配
人
祐
蔵
話

宗
谷
（
ソ
ウ
ヤ
）
辺
ハ
冬
日
馬
を
引
に
川
々
凍
て
鏡
の
如
く
す
へ
り
て

荷
馬
危
し
依
而
馬
を
横
に
た
を
し
四
足
に
縄
を
付

氷
上
を
引
渡
す
也
近
年
ハ
馬
こ
れ
に
馴
れ
川
端
ニ

ゆ
け
ハ
自
ら
横
に
臥
四
足
に
綱
を
か
く
る
に
少
し
も

不
驚
馬
士
に
曳
れ
行
岸
に
至
れ
ハ
独
り
は
ね
起

駈
行
と
云
惣
而
北
地
ハ
冬
十
一
月
よ
り
海
水
凍
て
』
10 ｳ

其
上
を
往
来
す
る
處
多
し
彼
氷
春
二
三
月
頃
よ
り
く
つ

れ
て
流
れ
出
る
厚
サ
三
四
尺
大
サ
五
六
拾
間
或
ハ
七
八
十
間
余
も

有
も
の
幾
つ
も
流
れ
出
て
岩
に
当
れ
ハ
岩
砕
け
年
ニ
彼
氷

に
打
れ
鯨
鯢
の
死
た
る
を
二
三
疋
ッ
ヽ
得
る
と
云
和
舩
ハ
勿
論
異

国
舩
も
此
氷
に
恐
れ
其
時
分
ハ
通
行
せ
す

先
年
北
地
通
行
之
節
三
月
中
旬
也
し
ニ
彼
凍
に
乗
て
狗
の

二
疋
流
れ
行
を
見
る
狗
ハ
ヲ
ウ
〃
〃
と
泣
狂
ひ
終
に
波
間
に

沈
ミ
死
す
土
人
も
彼
氷
に
乗
り
沖
江
出
さ
れ
死
す
る
も
の

間
々
有
と
云
氷
に
ふ
る
れ
ハ
舩
砕
く
る
故
誰
有
て
助
舟
も
不
出
』
11 ｵ

只
々
見
殺
に
す
る
と
云
春
の
末
追
々
暖
気
に
な
れ
ハ
波
に

ゆ
ら
れ
て
不
図
も
岸
は
な
れ
す
る
也
大
な
る
も
の
一
里
余
も

有
り
と
云
氷
上
の
往
来
ハ
正
月
限
り
二
月
よ
り
ハ
渡
る
へ

か
ら
す
折
し
も
斯
る
事
有
と
云

磯
谷
後
別
（
シ
リ
ヘ
ツ
）
川
土
人
氷
の
上
を
往
来
す
る
に
春
暖
に
な
れ
ハ

氷
破
れ
落
死
す
る
コ
ト
間
々
有
よ
つ
て
二
間
余
の
棒
を

携
ひ
往
来
す
氷
く
つ
れ
て
落
た
る
時
か
の
棒
を
た
よ
り

岸
江
上
る
と
云
氷
厚
サ
二
三
尺

　
　
利
惣
次
話
』
11 ｳ

江
刺
（
ヱ
サ
シ
）
沖
奥
尻
（
ヲ
ク
ス
リ
）
島
と
云
有
格
別
猟
も
な
き
地
也
隔
年
に

蛇
（
ヘ
ヒ
）
と
鼠
と
来
り
住
す
一
年
ハ
鼠
多
く
人
家
の
屋
根
よ
り

縁
の
下
迠
至
る
亦
一
年
ハ
蛇
来
り
て
山
野
に
充
満
す

石
狩
山
中
蕗
苳
の
大
な
る
も
の
七
八
尺
葉
の
大
サ
五
尺
余

彼
茎
江
鯡
壱
束
入
と
云
当
後
別
山
中
に
も
丈
五
尺
葉
傘

の
如
く
な
る
ハ
多
し
と
云

東
岸
ヲ
サ
マ
ン
ヘ�

ア
フ
タ
邊
ニ
而
膃
肭
（
ヲ
ツ
ト
セ
イ
）
を
猟
す
る
ハ
晩
秋
の

頃
な
り
シ
ユ
シ
ヤ
と
云
魚
を
食
わ
ん
と
浮
ミ
出
る
を
＊
鑓
ニ
而
　
＊
「
金
＋
突
」

獲
る
也
此
海
獣
猟
師
の
家
内
の
も
の
ゝ
真
似
を
す
る
コ
ト
』
12 ｵ

［
　
　
挿
絵�

氷
魚
之
図
］

好
也
依
而
猟
に
出
た
る
後
ち
家
内
皆
臥
し
眠
り
居
て

よ
し
左
す
れ
ハ
か
の
膃
肭
も
寝
り
て
不
動
其
時
＊
＊
鑓
　
　
　
　
＊
＊
「
金
＋
突
」

に
て
つ
く
也
此
魚
を
食
時
ハ
一
生
頭
痛
を
病
ま
す
虚
労

の
大
妙
薬
な
り

蝦
夷
海
に
十
一
月
よ
り
二
月
頃
迠
氷
魚
（
コ
ツ
コ
）
と
云
を
猟
す

形
ち
河
豚
又
蟇
に
似
た
り
腹
の
臍
を
以
岩
に
吸
付

居
る
也
食
す
れ
ハ
和
か
に
し
て
佳
味
也
此
辺
ニ
而
よ
く

吸
物
と
成
す
か
の
魚
凍
化
し
て
魚
と
変
す
と
云

　
　
吉
田
氏
話
』

13 ｳ

十
一
月
廿
八
日
壽
津�

（
ス
ツ
ヽ
）�

江
病
療
に
行
し
に
彼
病
家
至
而

実
正
し
き
も
の
ニ
而
色
々
馳
走
し
風
呂
を
た
て
寒
さ

凌
き
に
入
給
ひ
と
案
内
さ
れ
勝
手
江
行
見
る
に
只
大

釜
鍋
に
火
を
た
き
湯
気
沸
々
た
り
外
に
風
呂
場
も

12 ｳ
13 ｵ
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見
え
す
早
此
鍋
江
入
給
ひ
と
い
ふ
大
に
恐
怖
し
猶
豫
す
る

う
ち
案
内
人
彼
鍋
江
板
を
二
枚
う
か
し
是
を
尻
に
敷
て

真
中
江
入
給
へ
鍋
縁
江
さ
へ
さ
わ
ら
ね
ハ
決
而
不
熱
安
心
ニ
而

緩
々
め
し
給
ひ
と
頻
り
に
進
め
ら
れ
お
そ
る
〃
〃
這
入

見
る
に
左
程
暑
く
も
な
し
至
而
気
味
よ
ろ
し
こ
れ
そ
』
14 ｵ

誠
の
五
右
衛
門
也
と
大
笑
し
つ

　
　
十
二
月
六
日
祐
蔵
紙
屑
籠
よ
り
拾
ひ
出
せ
し
書
物

　
　
之
写

前
文
破
れ
て
不
見
　
其
後
種
姫
様
御
入
輿
の
節
被
召
出
白
髪
奉
差
上

百
人
扶
持
被
下
置
候

　
　
毎
月
三
里
灸
治
之
事

　
　
朔
日
　
左
八
右
九
　
　
二
日
　
左
九
右
十
　
　
三
日
　
左
十
六
右
十
六

　
　
四
日
　
左
九
右
十
　
五
日
　
左
十
右
九

　
　
六
日
　
左
九
右
十
　
　
七
日��

左
九
右
八
　
　
八
日
　
左
八
右
八

右
者
長
命
之
儀
御
尋
有
之
候
處
先
祖
よ
り
毎
月
朔
日
よ
り
』
14 ｳ

八
日
ま
て
三
里
灸
治
仕
候
段
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
九
拾
四
才
　
　
万
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
拾
三
才
　
　
　
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
五
拾
三
才
　
　
　
倅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
才
　
　
孫
惣
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
産
拾
八
人
御
座
候

寛
政
八
辰
九
月
十
五
日
御
目
見
之
節
言
上
仕
候
趣
且

大
坂
御
済
之
仰
ハ
此
拾
四
歳
之
時
ニ
御
坐
候
其
節
之
噂
等

承
及
候
趣
色
々
申
上
候
』
15 ｵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
二
十
四
才
　
万
平
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
三
才
　
　
　
　
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
八
十
三
才
　
　
　
倅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
十
三
才
　
　
孫
惣
領

右
ハ
安
政
五
戊
午
年
承
り
以
今
繁
昌
之
由
誠
ニ
怡
敷

コ
ト
ニ
御
坐
候
間
写
上
申
候
　
　
　
　
　
　
　
右
ハ
中
折
立
［
堅
］
紙
江
書
し
も
の
な
り

　
　
歌
棄
重
吉
話

北
蝦
夷
（
唐
太
島
）
シ
ユ
マ
ヲ
コ
タ
ン
辺
ニ
一
年
住
居
せ
し
に
冬
日
流
水
は

勿
論
井
戸
も
凍
り
水
ハ
一
切
な
し
よ
つ
て
氷
雪
を
鍋
に
て
』
15 ｳ

煮
解
し
用
ゆ
爐
中
の
灰
凍
て
一
寸
も
浮
上
る
よ
し
夜
中

臥
す
に
ハ
爐
辺
江
蒲
團
四
ッ
着
か
ふ
り
翌
日
起
て
見
れ
ハ

上
着
凍
る
と
云 

畳
の
布
合
よ
り
上
る
地
気
凍
て
数
十
の
針
を

植
如
し
迚
も
住
居
な
り
か
た
く
当
時
歌
棄
ニ
来
り
住
居
す

と
云

　
　
山
田
惣
轄
の
話

蝦
夷
地
に
黒
狐
有
り
と
云
コ
ト
函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）
に
て
皆
聞
及
し
也

武
佐
（
ム
サ
）
峠
を
下
り
焼
山
（
ヤ
ケ
ヤ
マ
）
辺
を
通
る
時
一
疋
の
黒
獣
古
樹
の

陰
よ
り
飛
出
た
り
馬
士
と
ら
へ
ん
迚
追
か
け
暫
く
有
て
』
16 ｵ

戻
り
来
り
熊
と
お
も
ひ
し
か
狐
な
る
故
追
須
（
ズ
）
し
て
帰
る
と

い
ふ
其
故
を
問
ふ
に
当
地
狐
を
取
れ
ハ
祟
り
を
な
す
と
云

此
コ
ト
祐
蔵
に
話
せ
ハ
蝦
夷
に
は
三
毛
の
狐
有
と
云
【
黒
狐
赤
狐
白
狐
】
何
れ

奇
な
り

　
　
石
狩
（
支
配
人
祐
蔵
話
）

石
狩
（
イ
シ
カ
リ
）
国
札
幌
（
サ
ツ
ホ
ロ
）
と
云
ハ
極
山
中
に
て
此
辺
に
て
随
一
の
寒
冷
の
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地
也
先
年
津
軽
よ
り
開
拓
役
人
且
百
姓
数
百
人
冬
を

通
し
四
五
月
頃
に
成
け
れ
ハ
各
體
腫
破
れ
て
日
々
三

拾
人
程
ッ
ヽ
死
せ
し
由
七
百
人
之
内
死
人
三
百
余
人
【
冬
日
寒
氣

に
て
身
体
凍
り
』
16 ｳ

夏
に
な
り
解
て
腫
や
ふ
れ
て
即
時
に
死
す
と
云
】

土
人
（
ア
イ
ノ
）
熊
あ
る
ひ
ハ
海
獱
惣
而
獣
を
猟
獲
れ
ハ
壇
を
築
き
か
の

獣
を
飾
り
い
ろ
〃
〃
の
菓
或
ハ
酒
を
備
へ
祭
之
落
涙
し
て

礼
拝
す
獣
肉
を
以
て
酒
宴
を
催
し
親
類
を
呼
集
め
数

日
か
間
引
か
す
に
酒
を
飲
肉
を
食
す
れ
ハ
各
帰
る
な
り

其
後
獣
の
首
を
切
門
口
之
柴
垣
江
か
け
木
幣
を
作
り
鎮

守
と
崇
め
奉
り
厚
く
祭
祀
な
り

熊
の
子
を
取
れ
ハ
不
殺
し
て
家
に
引
来
り
我
妻
（
メ
ノ
コ
）
の
乳
を

呑
し
め
養
育
し
成
長
す
れ
ハ
毒
矢
を
以
殺
之
親
類
を
』
17 ｵ

［
17 ｳ
挿
絵
］

集
め
祭
之
前
同
断�

鎖
を
以
熊
を
つ
な
き
第
一
の
矢
は

其
家
の
惣
領
子
二
の
矢
を
次
男
三
男
と
次
第
に
射
さ
せ
終
に

あ
る
し
毒
矢
壱
本
に
て
射
殺
な
り
彼
熊
を
養
育
せ

し
妻
（
メ
ノ
コ
）
熊
か
可
愛
不
便
迚
泣
〃
〃
其
肉
を
し
た
ゝ
か
喰

と
云
甚
可
笑
コ
ト
也

　
　
松
浦
氏
か
日
誌

石
狩
（
イ
シ
カ
リ
）
山
中
夕
張
（
ユ
ウ
ハ
リ
）
辺
ニ
而
鹿
の
足
骨
を
賣
て
七
八
本
ッ
ヽ

錦
之
盆
に
の
せ
出
す
是
を
食
ふ
に
ハ
其
骨
を
砕
き

中
よ
り
一
條
の
肉
を
出
し
食
ふ
至
而
甘
味
な
り
其
骨
ハ
』
18 ｵ

冬
分
干
て
貯
置
来
客
為
に
備
ふ
と
云

　
　
歌
棄
（
ヲ
タ
シ
ツ
）
久
吉
か
話

一
昨
年
十
月
中
脱
走
兵
十
四
艘
の
軍
舩
に
て
鷲
ノ
木
（
ワ
シ
ノ
キ
）
濱
江

上
陸
せ
し
時
歌
棄
（
ヲ
タ
シ
ツ
）
詰
役
人
石
原
荒
吉
【
当
今
権
大
主
典
也
】
に
頼
れ

彼
陣
中
に
忍
入
人
足
に
ま
き
る
大
甲
丸
と
云
蒸
気
舩
江

薪
を
運
ひ
【
此
舟
石
炭
已
に
尽
て

真
木
を
た
き
舟
を
走
ら
せ
し
也
】
舟
中
の
器
械
兵
糧
悉

見
す
か
し
夫
よ
り
大
野
（
ヲ
ヽ
ノ
）
の
陣
江
行
か
ん
と
せ
し
道
ニ
而
明
日
歌
棄
（
ヲ
タ
シ
ツ
）

岩内
（
イ
ワ
ナ
イ
）
両
場
所
江
兵
隊
三
百
人
繰
出
し
の
模
様
聞
つ
け
こ
の
コ
ト
早
く

石
原
江
知
ら
せ
ん
と
引
返
し
夜
九
ッ
時
分
山
越
内
（
ヤ
ム
コ
シ
ナ
イ
）
迠
来
り
し
に
』
18 ｳ

閑
者
之
趣
脱
走
江
注
進
す
る
も
の
あ
り
【
南
部
成
毛
東
五
郎
と
云
者

久
吉
を
知
る
も
の
也
脱
走
江
注

進
せ
し
と
な
り
】
急
ニ
追
手
掛
り
㝡
早
遁
る
へ
き
様
な
き
故
敵
陣
の

様
子
且
追
手
か
ゝ
り
難
迯
召
捕
れ
し
と
細
々
認
メ
此
宿
の
髪

結
同
商
賣
ニ
而
入
魂
な
る
故
金
子
ヲ
あ
た
へ
か
の
手
紙
を
頼
み
直
様

歌
棄
江
走
ら
せ
我
も
又
勝
手
ハ
知
り
た
れ
ハ
山
つ
た
へ
に
黒
松
内
（
ク
ロ
マ
ツ
ナ
イ
）
迠�

迯
の
ひ
し
か
不
運
而
終
に
生
捕
れ
又
山
越
内
（
ヤ
ム
ク
シ
ナ
イ
）
江
引
れ
正
義
隊
長

武
田
司
の
前
江
出
さ
れ
吟
味
に
な
り
【
此
時
の
書
役
ハ
松
本

孝
蔵
と
云
も
の
也
】
口
書
を
認
メ

我
に
爪
印
を
押
さ
せ
函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）
江
引
れ
十
日
余
縄
に
て
責
ら
れ
又

三
拾
日
余
入
牢
し
再
吟
味
に
な
り
終
に
首
を
は
ね
ら
る
』
19 ｵ

へ
き
処
諸
方
よ
り
命
乞
の
願
書
出
て
其
た
め
ゆ
る
さ
れ

歌
棄
に
戻
り
此
度
石
原
荒
吉
開
拓
役
人
ニ
而
当
地
出
張
故

家
来
と
成
南
木
久
吉
と
名
の
る
よ
し

縦2山本13-24.indd   20 2019/01/16   0:51



−21−

山本：翻刻　市立米沢図書館蔵『蝦夷恵曽谷日誌』について（二）

函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）
松
前
（
マ
ト
マ
ナ
イ
）
辺
ハ
盲
人
或
ハ
眼
病
を
煩
ふ
も
少
也
と
い
ふ
但

蛇
を
多
く
食
ふ
故
な
る
へ
し

　
　
祐
蔵
話

唐
太
（
カ
ラ
フ
ト
）
島
【
一
名
北
蝦
夷
】
冬
十
二
月
餅
搗
に
あ
ひ
と
り
す
る
も
の
ゝ

手
に
餅
か
凍
つ
き
折
々
手
の
皮
を
む
く
と
云
寒
中
寒

暖
計
七
度
暑
中
ハ
四
十
七
八
度
』
19 ｳ

函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）
ハ
昨
年
大
暑
之
節
七
拾
八
九
度
迠
に
成
し
と
云

唐
太
（
カ
ラ
フ
ト
）
辺
ニ
而
ハ
冬
日
荷
物
を
運
送
す
る
に
ハ
雪
舟
に
つ
け

狗
に
引
す
也
荷
重
け
れ
ハ
五
六
疋
に
て
引
と
云
狗
ハ
甚
大
な
り

当
磯
谷
（
イ
ソ
ヤ
）
辺
ニ
而
彼
狗
皮
を
着
服
と
す
る
も
の
多
し
甚
大
に
し
て

熊
の
皮
に
不
違
見
ゆ
る
也

当
年
ハ
拾
年
以
来
な
き
寒
気
成
よ
し
北
地
寒
暖
計

無
度
な
る
よ
し
石
狩
（
イ
シ
カ
リ
）
奥
札
幌
（
サ
ツ
ホ
ロ
）
北
見
（
キ
タ
ミ
）
国
宗
谷
（
ソ
ウ
ヤ
）
辺

詰
合
の

も
の
夏
に
な
ら
ハ
腫
破
れ
死
す
る
も
の
多
か
ら
ん
と
云

　
　
石
原
氏
話
』
20 ｵ

長
州
方
㝡
善
と
傳
と
何
れ
も
で
ん
〃
〃
と
斗
り
云
そ
は

聞
分
け
か
た
し
依
て
人
偏
で
ん
か
差
で
ん
か
と
云

　
　
勝
浦
氏
か
話

伊
豆 

海
外 

無
人
島 

暑
中
寒
暖
計
百
十
度

　
　
吉
田
氏

正
月
十
九
日
壽
津
（
ス
ツ
ヽ
）
よ
り
蟹
の
大
な
る
を
持
来
る
二
尺
余
至
而

美
味
也
祐
蔵
云
此
辺
ニ
而
六
尺
七
尺
位
の
蟹
を
獲
る
コ
ト
有

摺
身
に
し
て
料
理
に
つ
か
ふ
に
百
人
前
に
も
成
と
云

　
　
歌
棄
久
吉
話
』
20 ｳ

春
彼
岸
よ
り
鯡
群
来
る
也
【
く
き
る
と
ハ
魚
多
く

来
り
子
を
産
コ
ト
】
鯨
鯢
彼
鯡
を

追
来
り
拾
丁
程
沖
に
あ
り
て
汐
を
吹
こ
れ
に
恐
れ
て
鯡

岸
に
集
り
不
散
也
此
時
差

［
刺
］

網
あ
る
ひ
ハ
立
網
に
て
獲
る

【
此
故
に
漁
人
鯨
の
コ
ト
を

ゑ
ひ
す
様
と
云
】
鯨
に
鱐
と
魚
附
来
り
折
し
も
鯨
を
喰

殺
す
コ
ト
有
と
い
ふ
又
鯨
の
う
ち
に
蛇
鯨
と
い
ふ
有
【
又
ヲ
ワ
カ
ン
ケ
と
も

云
虵
の
数
年
を

経
て
海
に
入
龍
又
鯨
と
変
化
す
體
に
ハ
海
草
又
螺
貝

ひ
し
と
つ
き
岩
石
の
如
し
此
魚
毒
魚
に
て
鱐
も
不
食
と
云
】
彼
魚
数
の
子
を
食
に

岸
迠
来
る
と
云

　
　
蝦
夷
奇
品

自
長
満
部
（
ヲ
シ
ヤ
マ
ン
ヘ
）
山
越
内
（
ヤ
ム
キ
シ
ナ
イ
）
迠
村
々
に
銅
金
銀
山
有
ユ
ウ
ラ
ツ
フ

金
銀
山
』
21 ｵ

あ
り
虻
田
（
ア
フ
タ
）
膃
肭
ヲ
ク
リ
カ
ン
キ
リ
多
し
ニ
イ
カ
ツ
フ
金
銀
坑
有

浦
川
（
ウ
ラ
カ
ワ
）
奇
石
出
る
幌
泉
（
ホ
ロ
イ
ツ
ミ
）
山
中
奇
石
多
し
十
勝
（
ト
カ
チ
）
萩
の
大

な
る

も
の
有
ク
ス
リ
黒
水
晶
有
ハ
ホ
ロ
砂
金
多
し
石
狩
（
イ
シ
カ
リ
）
潜
龍

魚
夏
村
（
シ
ヤ
コ
タ
ン
）
虎
斑
竹
島
古
牧
（
シ
マ
コ
マ
キ
）
金
山
有
瀬
棚
（
セ
タ
ナ
イ
）
砂
金
有

岩
内
（
イ
ワ
ナ
イ
）
石
炭
山
有
【
英
人
イ
ラ
ス
ム
ス
開
之
】

　
　
磯
谷
（
イ
ソ
ヤ
）
諸
品
直
段
　
巳
十
二
月

一
六
両�

弐
七
両
　
　
米
壱
俵�

四
斗
入
　
　
一
拾
両
　
　
餅
米�

同
　
　
一
貳
分
　
　

酒
壱
舛
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一
壱
分
玄
米
　
　
薪
壱
鋪�

五
六

　
　
函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）
同
　
巳
十
月
』
21 ｳ

一
壱
貫
五
百
文
　
　
米
壱
舛
一
八
百
五
拾
文
　
　
南
京
米
三
舛

一
三
両
　
　
味
噌
壱
樽
【
拾
三
〆
目
入
】
一
四
貫
文
　
　
大
坂
酒
壱
舛
　
一
三
米

塩
壱
舛

一
壱
〆
百
七
拾
人
　
　
溜
壱
舛�

一
壱
歩
　
人
足
日
雇

　
　
松
前
（
マ
ツ
マ
イ
）
同
　
巳
十
二
月

一
拾
弐
両
二
分
　
　
餅
米
壱
俵
　
　
一
三
両
　
薪
壱
鋪

　
　
好
兵
衛
話

在
所
　
伊
達
郡
山
不
入
村
に
一
握
蕨
と
て
灰
か
け
す
し
て

食
ふ
蕨
あ
り
と
云
【
蝦
夷
土
人
を
は
し
め
当
地
永
住
之
も
の
蓬
或
ハ
蕨
を

食
ふ
に
皆
灰
か
け
す
し
て
ひ
た
し
又
あ
へ
も
の
と
し
て
】

食
ふ
よ
し
』
22 ｵ

蝦
夷
馬
雪
中
を

駈
あ
る
く
故
馬
毛

に
氷
つ
ひ
て
百
萬

の
鈴
を
か
け
た
る

如
く
か
ら
〃
〃
と

音
す
る
也
美

事
い
わ
ん
方
な

し
　[

下
部
挿
絵]

』
22 ｳ

　
　
祐
蔵
話

熊
ハ
秋
の
土
用
よ
り
春
の
彼
岸
迄
土
穴
に
籠
り
居

る
也
こ
れ
を
穴
熊
と
い
ふ
膽
至
而
よ
ろ
し
彼
岸
よ
り
穴
を

出
て
山
野
を
駈
廻
り
渓
に
下
り
魚
を
食
ふ
故
膽
あ
し
く

不
成
用
こ
れ
を
野
熊
と
云

北
地
（
唐
太
）
ニ
シ
ト
ン
ナ
イ
と
云
所
有
【
自
宗
谷
（
ソ
ウ
ヤ
）
三
十
七
八
里
】
魯
西
亜

人
多
く
来
り

今
城
郭
を
築
く
普
請
㝡
中
な
る
よ
し
北
蝦
夷
ハ

魯
西
亜
人
ヲ
ロ
ツ
コ
人
山
丹
人
和
人
雜
居
の
よ
し
此
地
魯
西

亜
に
陸
つ
ゝ
き
と
い
へ
と
も
間
に
三
里
の
川
有
此
辺
朦
々
と
し
て
』
23 ｵ

風
吹
コ
ト
な
く
海
色
黒
く
紫
に
て
水
重
く
泥
の
如
く
舟
の

通
行
大
に
悪
し
と
い
ふ

　
　
髪
結
清
助
か
話

先
年
函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）
奉
行
竹
内
殿
に
頼
ま
れ
北
蝦
夷
（
唐
太
）
江
行

し
時
六
月
十
七
日
昼
後
雨
強
く
風
起
り
大
霰
れ
（
ア
ラ
レ
）
降

強
雨
に
ハ
い
つ
も
あ
ら
れ
降
よ
し
極
暑
之
時
分
曇
天

に
は
袷
に
て
寒
し
是
悲
綿
入
な
ら
ね
は
凌
か
た
し
と
云

　
　
松
前
藩
兵
隊
仕
組
之
写

小
隊
一
番
　
隊
長
　
麓
逸
学
【
副
長
軍
監
　
伯
侯
使
者
　
小
隊
司
令
　
半
隊
司
令
　

左
嚮
導
　
右
嚮
導
　
鼓
手
』
23 ｳ

小
輜
重
軍
監
手
】　
組
士
従
士
足
軽
〆
一
小
隊
五
拾
五
人
小
隊
二
番
隊
長
厚
谷
清

兵
士
前
同
断
　
三
番
隊
長
新
井
田
早
苗
同
　
四
番
隊
長
佐
藤
男
破
魔
同

五
番
隊
長
竹
内
学
同
　
六
番
隊
長
松
崎
数
矢
同
　
七
番
隊
長

松
屋

［
尾
］
源
太
郎
同
　
八
番
隊
長
豊
［
？
］
田
左
百
里
同
　
惣
撃
隊
長

南
条
小
弁
頭
同
　
魁
武
隊
長
松
前
邊
同
　
奇
兵
一
番

長
官
松
前
伊
豫
　
奇
兵
手
附
属
二
番
蠣
崎
民
部
同
　
三
番
下
国

貞
之
丞
同
　
四
番
蠣
崎
熊
太
郎
同
　
五
番
藤
倉
織
部
同
　
六
番
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下
国
都
太
郎
同
　
七
番
蠣
崎
衛
士
同
　
格
藩
嚮
導
下
国

弓
男
五
拾
人
　
旋
條
鎖］

［
［

一
門
大
砲
長
田
中
孫
平
次
【
砲
手
砲
司
】
舶
』
24 ｵ

用
砲
一
門
教
師
稲
川
竹
十
郎
【
砲
司
砲
手
】
小
頼
方
本
営
付
惣
長
官

松
前
右
京
　
軍
事
惣
掛
尾
見
雄
三
下
国
藤
七
　
軍
事
方

新
田
主
税
　
用
心
兼
之
松
崎
多
門
　
蠣
崎
多
浪
布
施
和
泉
明
石
康
平

福
井
源
蔵
　
書
記
尾
山
微
三
　
諸
役
人
大
會
斗
小
會
斗
大
書
記

小
書
記
　
斥
候
使
書
　
大
病
院
　
典
領］

［
［

　
格
藩
嚮
導
器
械
奉
行

同
取
締
同
方
作
事
方
大
工
職
　
大
小
荷
駄
方
　
鼓
手
唎
叭
方

　
　
以
上

　
　
本
府
札
幌
（
サ
ツ
ホ
ロ
）
辺
諸
品
直
段
　
午
二
月

一
三
朱
　
米
壱
舛
　
一
壱
両
　
酒
壱
舛
　
一
壱
歩
　
大
根
三
本
　
一
壱
朱
　
鶏
卵

壱
ッ
』
24 ｳ

一
弐
両
　
沢
庵
漬
壱
樽
八
十
本
入
　
一
三
朱
　
　
荒
粉
菓
子
壱
袋
　
一
三
朱
　
煙

草
一
丁
目
入

一
壱
歩
　
小
梅
漬
八
拾
粒
入
　
一
弐
両
弐
分
　
賣
女
一
夜
花
代
　
一
壱
歩
米
壱
舛

人
足
日
雇
【
但
札
幌
（
サ
ツ
ホ
ロ
）
切
開
之
人
足
】　
余
ハ
推
て
知
へ
し

　
　
二
月
十
三
日

銭
函
（
セ
ニ
ハ
コ
）
小
樽
内
（
ヲ
タ
ル
ナ
イ
）
濱
辺
ニ
而
麒
麟
の
形
ち
な
る
古
木
を
拾
ひ

得
た
り
甚
佳
木
也
因
而
當
號
を
木
麟
と
改
む

　
　
開
拓
日
誌
之
内

開
拓
少
主
典
髙
橋
吉
次
郎
先
日
献
上
せ
し
記
録
之
内

文
化
度
』
25 ｵ

皇
国
魯
西
亜
と
接
境
之
儀
諭
書
有
左
に
記
す

我
国
と
其
国
と
の
境
に
互
に
音
信
を
通
す
る
處
を
立

た
き
と
の
事
な
れ
と
も
前
々
も
申
通
り
差
許
か
た
き
国
法

な
り
我
国
の
者
ハ
ヱ
ト
ロ
フ
を
限
り
其
国
の
人
ハ
シ
モ
シ
リ
を
限
り

に
し
て
其
間
の
島
々
江
ハ
人
家
を
設
け
さ
る
へ
し
然
る
時
ハ

互
に
出
合
事
な
き
故
雙
方
無
事
な
ら
ん
若
し
其
国

よ
り
ヱ
ト
ロ
フ
迠
来
る
コ
ト
あ
れ
ハ
止
事
を
得
す
此
方
の
国
法

通
り
厳
し
く
計
ふ
へ
し

一
去
年
函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）
を
出
帆
の
時
残
し
置
た
る
文
体
に
て
有
』
25 ｳ

其
国
よ
り
申
越
た
る
事
と
も
詳
か
に
答
へ
す
我
国
の

製
度
は
か
り
申
諭
せ
し
故
其
国
江
持
帰
り
て
ミ
せ
し
時

品
定
此
方
へ
の
申
方
明
白
な
ら
す
に
成
へ
き
か
と
疑
ふ
と

見
え
た
り
其
国
の
役
人
申
處
我
国
の
法
度
に
さ
わ
る
故

一
々
答
に
及
は
さ
る
な
り
去
年
渡
来
せ
し
舩
中
の
も
の
共

我
国
へ
對
し
少
し
も
無
礼
不
法
な
き
わ
け
ハ
留
置
し
者
と
も

を
残
ら
す
帰
し
た
る
ニ
而
知
る
へ
し
境
を
定
め
應
接
の
所
を

建
る
コ
ト
ハ
我
国
法
に
て
許
さ
る
な
れ
ハ
渡
来
の
も
の
ゝ
取

量
に
よ
り
た
る
事
に
て
ハ
な
し
此
わ
け
を
よ
く
〃
〃
心
得
』
26 ｵ

帰
り
て
其
国
の
役
人
に
申
聞
す
へ
し

　
　
石
狩
人
足
又
吉
話

土
人
の
メ
ノ
コ
（
妻
）
唇
の
辺
江
入
墨
す
る
に
ハ
瀬
戸
か
け
を
以
て

疵
を
つ
け
古
着
木
綿
を
煮
て
藍
を
取
り
彼
疵
江
す
り

こ
む
と
云
又
魚
獣
の
膽
を
す
り
込
と
云
説
も
あ
り

　
　
二
月
十
四
日

札
幌
（
サ
ツ
ホ
ロ
）
本
府
に
て
生
鮭
魚
を
食
ひ
し
か
い
と
め
つ
ら
し
と

い
ゝ
け
れ
ハ
給
仕
人
云
に
ハ
只
今
頃
千
年
辺
ハ
鮭
猟
さ
か
り
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な
る
よ
し
』
26 ｳ

北
海
道
　
六
港
と
云
ハ
　
函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）　
幌
泉
（
ホ
ロ
イ
ツ
ミ
）　
松
前
（
マ
ツ
マ
イ
）

江
刺
（
ヱ
サ
シ
）　
壽
津
（
ス
ツ
ヽ
）　
手
宮
（
テ
ミ
ヤ
）

　
　
松
浦
氏
手
塩
（
テ
シ
ホ
）
日
誌

爰
に
子
供
を
木
皮
も
て
筺
の
様
の
物
を
作
り
是
に

入
置
樹
の
枝
に
下
け
て
あ
り
其
由
縁
を
聞
に
風
吹
は

揺
快
く
寝
る
と
此
の
如
し
て
育
つ
る
時
ハ
長
生
し
て

丈
夫
な
り
と
云

　
　
三
月
廿
五
日

蝦
夷
鯡
場
出
穢

［
稼
］
の
男
女
舟
に
て
通
行
す
る
に
』
27 ｵ

［
27 ｳ
挿
絵
］

逆
風
に
な
れ
ハ
何
国
に
て
も
舟
を
つ
け
上
陸
し
風
待
し
て

ま
た
乗
い
た
す
な
り

此
日
北
場
所
廻
り
の
出

穢
［
稼
］

舟
本
陣
前
濱
江

上
り
男
女
二
拾
人
程

海
辺
江
如
図
仮
屋
を

半
時
斗
に
し
て

立
派
に
補
理
真

中
に
か
き
を
下
け
　[

下
部
挿
絵]

』
28 ｵ

火
を
焚
き
一
泊
し
て
次
之
日
早
天
に
出
帆
せ
り
栄
右
衛
門

話
に
は
先
年
函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）
出
火
之
節
舩
手
の
者
多
き
故
又

彼
仮
家
を
暫
時
に
補
理
雨
露
を
凌
し
を
外
国
人
感

心
の
体
に
て
見
物
せ
し
か
其
後
天
幕
を
製
造
せ
り

こ
れ
天
幕
の
は
し
め
な
る
歟

　
　
磯
谷
（
ヱ
ソ
ウ
ヤ
）
詰
寒
中
予
か
着
服

木
綿
筒
袍
　
木
綿
肌
着
　
真
綿
胴
着
　
同
綿
入
　
木
綿
綿
入

鳶夜
中
ハ
敷
蒲
團
二
枚
毛
團
を
布
　
夜
着
　
掛
布
團
　
二
枚
』
28 ｳ

朝
起
て
上
着
の
蒲
團
を
火
燵
に
掛
れ
ハ
濡
物
を
干
す

こ
と
く
湯
気
沸
々
と
立
上
る
也
【
蒸
発
気
寒
気
の
為
に
薄
團
江

と
ゝ
ま
る
故
か
】

十
一
月
八
日
よ
り
十
二
月
三
十
日
ま
て
五
拾
三
日
内
晴
三
日

曇
七
日
　
日
輪
を
拝
せ
し
日
十
二
日
　
雨
天
三
日
　
白
中
燈
を
照
せ
し

日
二
日
　
爐
邊
の
水
不
凍
日
九
日
　
其
余
悉
く
雪
風
烈
敷

日
な
り
　
当
年
ハ
十
年
以
来
な
き
寒
気
な
る
よ
し
』
29 ｵ
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